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軽石混り腐植土･軽石混り火山灰
質砂からなる。

崖錐堆
積物

褐黒
～明
褐灰

全体に葉理が発達し、一部礫を含
む。層理面の傾斜はほぼ水平。
2.05～2.10m:火山灰質シルト薄層
挟在。

砂・火
山灰質
砂

灰褐
～褐
黒

塊状で安山岩･凝灰質砂岩･軽石の
亜円～亜角礫が混在する。

礫混り
火山灰
質砂

灰

褐

亜円～亜角の安山岩礫が主体で、
基質は火山灰質シルト。所々、火
山灰質シルト質砂の薄層が挟在。

砂

礫

暗

灰

比較的淘汰が悪い亜円～亜角礫が
主体。基質は凝灰質細粒～中粒
砂。礫種は軽石･玄武岩質安山岩･
安山岩が主体で稀に珪長岩を含
む。上部は塊状で、下部は葉理が
弱く発達する。

凝

灰

質

礫

岩

黄

褐～

褐

灰

葉理が弱く発達する。上部は砂
質。下部は極粗粒砂岩の薄層を挟
在する。下位との境界は波状を呈
す(コンボリュート葉理?)。

凝灰質
シルト
岩

明灰
～褐
灰

葉理が発達した中粒～粗粒砂岩。
軽石･安山岩の円礫を含む。5～
10cm単位で正級化構造が発達す
る。
10.82～11.11m:凝灰質シルト薄が
挟在する。

凝
灰
質
砂
岩

灰
褐～

褐
灰

塊状で軽石･安山岩の亜円～亜角
礫が散在する。所々葉理が弱く発
達。下位層から漸移する。
12.44～12.76m:凝灰質砂岩が挟在
し、層理面はほぼ水平。

凝灰質
砂質シ
ルト岩

橙褐
～褐
灰

細粒～粗粒砂岩。軽石･安山岩･玄
武岩の亜角～亜円礫を含む。一部
凝灰質シルト岩挟在。

凝灰質
砂岩

灰褐
～橙
褐

塊状でスコリア･軽石が散在す
る。最下部は礫を多含する。

凝灰質
砂質シ
ルト岩

橙褐
～灰

上部は炭質物を含む細粒砂～シル
ト。下部は軽石を多含する細粒～
中粒砂。

シルト
～砂岩

灰～
灰褐

級化構造発達。
スコリ
ア凝灰
岩

灰

褐

級化構造発達。
軽石凝
灰岩 灰

中粒～極粗粒砂が主体。一部、シ
ルトがシーム状に挟在する。上部
軽石質礫岩が挟在する。

軽石質
砂岩

灰～
明灰

比較的炭質で全体に炭質物片が散
在する。所々炭質物濃集し暗褐色
を呈す。上部緑灰色の細粒砂岩が
挟在する。
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